






















は、 RILによる伐採後3年目、 8年目の調査区ではそれぞれ約 390tonlha、370
ton/haであったのに対し、従来型伐採区では約 230ton/haとRILの方が 100
ton/ha以上も大きくなっていた。 70年代伐採区(約540ton/ha)では原生林
(平均約470ton/ha)と同程度にまで回復していた。
種多様性についてみると、 RILによる伐採後3年目、 70年代伐採区、原生林
の間では大きな違いはなく、出現種数は約70種、 Fisher's alphaは約70であ
った。 RILによる伐採後8年目の調査区ではやや低く、出現種数約60種、
Fisher's alphaは約55であった。それに対し、従来型伐採区では出現種数約4
0種、 Fisher'salphaは約30と著しく低かった。種同定が不十分なため科レベ
ルでの組成をDCAにより行った結果、従来型伐採区とそれ以外とで組成は大き
く異なることが明らかになった。従来型伐採区ではパイオニア植物である
Macarangaの優占度が40%を超え極相種である Dipterocaraceaeの優占度23%
を大きく上回るのに対して、他の調査区ではDipterocaraceaeの優占度が40%を
超え、 Macarangaの優占度は10%未満と両者の優占度は逆転していた。
このように今年度の調査結果から、 RILによる伐採の方が従来型の伐採に比
べ、種多様性やバイオマスへの影響が小さいことが明らかになってきた。
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